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東京電力福島第一原子力発電所構内で作業を行う方のための

作 業 指 揮 者 用 研 修

厚生労働省委託事業 「東電福島第一原発廃炉等作業における被ばく低減対策の強化事業」

被ばく低減対策や安全確保に関わるコミュニケーションを学ぶ

開 催 レ ポ － ト
福島第一原子力発電所の廃炉作業を進める上で、必要となる被ばく低減対策や放射線に関する
基礎知識を学ぶ研修を、２０２３年１０月2０日（金）に福島第一原子力発電所協力企業棟で
開催（ハイブリッド形式）しました。

＜開催日時＞
10月20日（金）9：30 ～ 14：30

＜会場＞
福島第一原子力発電所 協力企業棟

242号 a・b教育室
＜講師＞
・佐藤 忠道 氏
（原子力デコミッショニング研究会 事務局長）
・木村 浩  氏
（木村学習コンサルタンツ 代表）

研修開催日

会場参加の様子 オンライン参加の様子

アンケート結果（受講者の声）

一般財団法人 日本原子力文化財団 統括事業部「被ばく低減対策研修会」係
〒108-0023 東京都港区芝浦2-3-31 第2高取ビル5階
TEL：03-6891-1573 E-mail：kensyu_1f@jaero.or.jp

＜作業指揮者講座＞
⚫放射線に関する基礎知識
⚫発電所内の高線量箇所における措置、
遮へい設備に関する知識

⚫休憩所、非常時の避難経路に関する知識
⚫作業時間の短縮、遮へい用防護衣の着用等
⚫作業中の被ばく線量の把握、作業時間の管理の方法
⚫計画線量及び警報設定値の決定の方法及び、その遵守の方法
⚫被ばく低減対策の概要

＜安全確保に関わるコミュニケーション講座＞
⚫情報に含まれる要素とやり取りにおける齟齬
⚫感情とは何か、「気づく」ということ

⚫佐藤講師が短時間で、作業指揮者の被ばく低減対策につい

て重要なポイントをわかりやすく説明してくれたことに、

感謝しています。

⚫被ばく低減方法等、勉強になりました。話し過ぎず相手の

話を「聴く」こと、木村講師の講義を受けて、今後は自分

も、話しやすい雰囲気作りを意識していこうと思いました。

⚫木村講師のバイアスの確証のワナに関する内容で、脳内は

自分の都合の良いように出来ているというお話は、自分自

身を見透かされているようでした。

とても役立つ 役立つ 普通

研修内容は今後の
業務に役立つか？

今回の研修は
有意義だったか？

とても有意義だった 普通
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